
令和８年度 第１回 伊勢地域公共交通会議

日時 令和８年５月15日（金） 16：30～

場所 伊勢市役所 東館５階 ５-３会議室

事 項 書

１．開 会

２．議 題

・議案第１号 令和７年度 事業報告について

・議案第２号 令和７年度 事業収支決算（案）について
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・議案第４号 地域公共交通確保維持事業に係る計画の令和９年度認定申請について

・議案第５号 自動運転バス実証事業について

・議案第６号 伊勢市「公共ライドシェア」実証事業について

・報告第１号 神宮125社めぐり帖の作成・公開について

３．そ の 他

４．閉 会



伊勢地域公共交通会議名簿（R8.4.1） 〔敬称略〕

組織・役職名等 氏 名

伊勢市

（伊勢市長）
鈴木 健一

学識経験者

（名古屋大学大学院 環境学研究科教授）
加藤 博和

学識経験者

（近畿大学工業高等専門学校 総合システム工学科教授）
中平 恭之

市民代表 前田 世利子

〃 五十子 桂子

〃 西田 和之

〃 奥村 幸恵

一般乗合旅客自動車運送事業者

（三重交通（株）企画部 部長）
小瀬古 恵則

一般旅客自動車運送事業者

（三重県タクシー協会専務理事）
景山 和

一般旅客自動車運送事業者

（三重県タクシー協会伊勢志摩支部長）
小﨑 琢也

一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車運転者が組織する団体

（三交伊勢志摩交通労働組合 書記長）
森 泰希

鉄道事業者

（東海旅客鉄道株式会社 東海鉄道事業本部 企画課 課長代理）
井上 雅隆

〃

（近畿日本鉄道株式会社 宇治山田駅長）
山本 一史

中部運輸局三重運輸支局

（首席運輸企画専門官）
森 慶之

三重県伊勢警察署

（交通第一課 課長）
青木 伸司

三重県

（地域連携・交通部交通政策課 課長）
山下 健康

三重県

（伊勢建設事務所 総務・管理室管理課 課長）
西村 貴光

Administrator
タイプライターテキスト
（新）

Administrator
タイプライターテキスト
（新）



















1

議案第１号

令和７年度 事業報告について

令和６年度 第５回 伊勢地域公共交通会議の議案第２号で協議しました事業計画

の記載に基づき、事業報告を行います。

（★は資料１二次評価結果で、評価できる取組として記載されているもの）

１ コミュニティバス運行事業 （おかげバス等の利用者数等は資料２のとおり）

（１）伊勢市コミュニティバス運行〔おかげバス〕

①令和７年４月１日のダイヤ変更について

おかげバス辻久留・藤里線

→「伊勢やすらぎ公園」に停車する便の増便、時刻の調整

（２）伊勢市コミュニティバスデマンド運行〔おかげバスデマンド・沼木デマンド〕

①令和８年１月４日のダイヤ変更と主な内容

おかげバスデマンド小俣・粟野デマンド

→「上下水道部庁舎前」バス停を新設

（３）広告協賛等の継続実施

①コミュニティバス広告協賛金

おかげバスの車体及び車内への広告を企業・商店等から広告協賛金として協

力を得て、運行経費の抑制を図った。

（（株）ぎゅーとら、(有)豚捨、(有)へんばや商店、山本医院、三重交通（株））〔敬称略〕

②バス停副名称のネーミングライツ

バス停の副名称のネーミングライツを企業・商店等に付与し、副名称による

広告を企業・商店等からの協賛金とし、運行経費の抑制を図った。

６停留所の協賛（継続）

〔おかげバス〕

・ 明野（へんばや商店本店前）

・ 小俣総合支所（ぎゅーとら 小俣店）

・ 宮町駅口（ぎゅーとら TRY mart.宮町店）

・ 桧尻（ぎゅーとら ハイジー店）…〔路線バスと共通〕

おかげバスのバス停に係る協賛状況について

協賛団体数 金 額

５件 1,471,800 円

協賛団体数 金 額

２件 224,400 円
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※参考

〔三重交通 路線バス〕

・ 桧尻（ぎゅーとら ハイジー店）…〔おかげバスと共通〕

・ 伊勢警察前（ぎゅーとら ラブリー神田久志本店）

・ 宮町駅口（ぎゅーとら TRY mart.宮町店）

・ 岩渕（日本公庫前）

２ 沼木地区自主運行バス運行事業

計画どおり、運行を行なった。

３ 路線バス運行維持事業

計画どおり、運行を行なった。

４ 地域公共交通促進事業

（１）伊勢市地域公共交通計画の策定

令和６年度 第５回 伊勢地域公共交通会議の議案第１号で示したスケジュー

ルどおり、令和８年３月に「伊勢市地域公共交通計画」の策定を行なった。

①オープンハウスの開催

令和７年８月 17 日（日）および 18 日（月）にオープンハウスの形式による計

画案概要の展示・アンケートブースの設置を行なった。17 日については子どもを

対象としたバスのクイズラリーや制服試着コーナー等のお楽しみコーナーを設

置した。

（来場者数：2 日間計 150 名、アンケート回答数：57 名）

（２）伊勢地域公共交通会議の開催

年月日 内 容

R7.6.6 第１回 伊勢地域公共交通会議を開催し、次の事項を審議し決定した。

〔議題〕

１ 令和６年度 事業報告について

２ 令和６年度 事業収支決算（案）について

３ 地域公共交通確保維持事業に係る計画の令和 8 年度認定申請につ

いて
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４ 土路今一色線の再編について

５ 伊勢市地域公共交通計画について

６ 令和 7 年度 伊勢市「日本版ライドシェア」長期実証事業につい

て

７ 自動運転実証事業について

〔報告〕

１ 125 社めぐり(外宮エリア、大湊・神社エリア)の作成について

（於 伊勢商工会議所 5階 大ホール）

R7.9.1 第２回 伊勢地域公共交通会議を開催し、次の事項を審議し決定した。

〔議題〕

１ 伊勢市地域公共交通計画について

２ 市制 20 周年記念「みんなでバスに乗ってこに！」について

３ 土路今一色線の再編について

４ コミュニティバスのダイヤ変更について(おかげバスデマンド)

〔報告〕

１ 神宮 125 社めぐり(外宮エリア、大湊・神社エリア)について

２ 自動運転バス実証事業について

３ 伊勢市「日本版ライドシェア」長期実証事業について(途中経過)

（於 伊勢市役所 東館 5階 5-3・5-4 会議室）

R7.11.21 第３回 伊勢地域公共交通会議を開催し、次の事項を審議し決定した。

〔議題〕

１ 伊勢市地域公共交通計画について

２ おかげバス環状線のバス停新設及びバス停設置要件の緩和につい

て

３ 令和 8年度 伊勢市コミュニティバスの運行及びダイヤ変更につ

いて

４ 土路今一色線の再編について

〔報告〕

１ 神宮 125 社めぐりについて

２ 自動運転バス実証事業について

３ 伊勢市「日本版ライドシェア」長期実証事業について(途中経過)

（於 伊勢市役所 東館5階 5-3会議室）
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（３）夜間早朝交通対策部会（専門部会）について

R7.12 第４回 伊勢地域公共交通会議については書面での決議とし、次の事項

について委員全員の承認を受けた。

〔議題〕

１ 令和 7 年度 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価に

ついて

R8.1.19 第５回 伊勢地域公共交通会議を開催し、次の事項を審議し決定した。

〔議題〕

１ 伊勢市地域公共交通計画について

２ 土路今一色線の再編について

〔報告〕

１ 自動運転バス実証事業について

２ 伊勢市「日本版ライドシェア」長期実証事業について(途中経過)

３ 令和 7 年度地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価の内

容について

（於 伊勢市役所 東館5階 5-3会議室）

R8.3.13 第６回 伊勢地域公共交通会議を開催し、次の事項を審議し決定した。

〔議題〕

１ 伊勢市地域公共交通計画について

２ 令和 8 年度 事業計画(案)について

３ 令和 8 年度 事業収支予算(案)について

４ 令和 7 年度 事業収支補正予算(案)について

〔報告〕

１ 自動運転バス実証事業について

２ 伊勢市「日本版ライドシェア」長期実証事業について

（於 伊勢商工会議所 4階 中ホール）

年月日 内 容

R7.5.15 第 10 回 夜間早朝交通対策部会を開催し、次の事項を審議した。

〔議題〕

１ 日本版ライドシェア実証事業の検証結果について

２ 令和 7 年度以降の実証事業について
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（４）伊勢自動運転地域コミッティ（専門部会）について 追加記載

令和７年度から新たに伊勢市で開始した、自動運転バス実証事業を実施するに

あたり、関係者を地域コミッティを開催した。

５ 利用促進事業

（１）新規事業

①バスの乗り方動画（外国人向け／日本人向け）の公開

（by 高校生いせ未来プロジェクト）

伊勢市内に在住または通学する高校生の有志で構成される「高校生いせミライ

プロジェクト」のメンバーが、外国人観光客にもっと快適に観光を楽しんでもら

いたいという思いから、三重交通株式会社の撮影協力のもと、英語で乗車から降

車までの一連の流れを解説するバスの乗り方動画を制作した。絵コンテ、撮影、

編集は全て高校生が行い、制作した動画は、伊勢市公式 Youtube で公開されてい

る。 https://www.youtube.com/watch?v=H3a2y8Jkv9Y

年月日 内 容

R7.9.2 伊勢自動運転地域コミッティ キックオフ会議を開催し、次の事項を審議

した。

〔議題〕

１ 令和７年度の実証概要について

２ 今後の検討事項について（広報、地域への説明、イベント）

R7.11.11 第２回伊勢自動運転地域コミッティを開催し、次の事項を審議した。

〔議題〕

１ 実施計画について

２ 出発式、イベント等について

３ その他（伊勢まつりにおけるアンケートの実施結果、

地域等への説明、広報スケジュール）

R8.2.25 第３回伊勢自動運転地域コミッティを開催し、次の事項を審議した。

〔議題〕

１ 実証実験の結果について

２ 次年度以降の計画について

動画視聴はコチラ
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②市制 20 周年記念 バスの無料お試し乗車券の配布 ★

伊勢市制 20 周年イベントの一環として、11 月１日（土）から３日（月・祝）

にかけて伊勢市内の路線バス・コミュニティバスで利用できるお試し乗車券が

ついた、バスの乗り方チラシを、広報いせ 10 月 15 日号に全戸配布し、バスの

乗り方の周知や新たな利用の喚起を行なった。

③バス待合環境改善事業

令和 7 年度は以下のバス停へのベンチ設置を実施した。

④SNS アカウントの開設 ★

伊勢地域公共交通会議公式「公共交通のってこ！伊勢」のinstagramおよびX

のアカウントを開設し、伊勢地域公共交通会議の活動報告、イベント告知等の

情報発信を開始した。

三重交通路線バス 1696 枚

おかげバス 459 枚

沼木バス 11枚

デマンド（おかげ、沼木） 2枚

合計 2,168枚

バス停 対象路線

ミタス伊勢北 おかげバス環状線

伊勢市役所正面 おかげバス環状線

河口外科前 路線バス、おかげバス環状線、

鹿海・朝熊線、二見線

山商口 路線バス、おかげバス環状線、

鹿海・朝熊線、二見線

伊勢みその

ショッピングセンター

おかげバス御薗線

光の街中央 おかげバス二見線

合計 （７基）

みほん ●3日間の実績

「X」アカウント

@notteko_ise

instagram アカウント

@notteko_ise
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⑤期日前投票の移動支援 ★ 追加記載

各選挙での期日前投票へ参加するための移動支援として、伊勢市内の路線バ

スまたはコミュニティバスについては、運賃精算時に投票所入場券または投票

所で配布される無料乗車券を提示した場合、運賃を無料とした。

（２）継続事業

①公共交通でゆく神宮 125 社めぐり帖 ★

神宮 125 社を公共交通機関でめぐるモデルコースや周辺スポット等を紹介

するホームページを公開している。公共交通の使い方や周辺スポットの内容を

充実させる改修を行い、令和８年５月時点で３エリア（外宮、大湊・神社、二

見）を公開している。

②インターネットでの時刻表情報の提供

③伊勢市公共交通総合時刻表の発行、広報いせ 5月 1 号に

合わせて各戸配布

④ 広報いせへの記事掲載

オープンハウスの開催やお試し乗車券、バスポスターの結果発表やダイヤ変更などの

折で広報いせによる記事を定期的に掲載し、取り組みの周知を行なった。

令和 7年 7月 参議院議員選挙 120 件

令和 7年９月 三重県知事選挙 100 件

令和 7年 10月 伊勢市長・市議会議員選挙 106 件

合計 326 件

●利用実績
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⑤バスの乗り方教室の開催

バスの乗車を実際に体験しバスに親しんでもらうことで、普段は車を利用して

いても機会をとらえてバスを利用してもらうことを目的に開催した。

1. 対象…市内の小学校児童と高齢者

2. 参加団体（小学校）

3．自治会等

⑥第 13 回バスポスターコンクールの開催

1. 対象

市内の小学校児童

2. 応募数

330 点（22 小学校）

開催日時 学校 対象・人数

7月 4日（金） 10：30～12：00 北浜小学校 1,2 年生 28 名

7 月 9 日（水） 9：30～11：15 進修小学校 1,2 年生 46 名

9 月 10 日（水） 9：20～11：10 四郷小学校 1,2 年生ほか 34名

9 月 16 日（火） 10：30～12：10 豊浜東小学校 1,2 年生 16 名

開催日時 団体名 人数

8月 24 日（日） 9：30～10：30 高城まちづくりの会 19 名

（7/4 北浜小学校）

（9/16 豊浜東小学校）

（9/10 四郷小学校）

（8/24 高城まちづくりの会）

（7/9 進修小学校）
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3. 審査結果

最優秀賞（各学年１点）、優秀賞（各学年１点）、特別賞（各学年１点）、

三重交通賞（各学年１点）、市制 20 周年記念賞（各学年１点）

入選（各学年５点、５年生のみ４点） 計 59 点を選出

4. 表彰式

令和７年 10 月 11 日（土） 伊勢まつり会場 バスふれあい広場

5. 入賞作品展

令和８年１月 26 日（月）から令和８年２月８日（日）（14 日間）

イオンララパークショッピングセンター１階 はあと広場西側

⑦伊勢まつり「のりものふれあい広場」 出展による啓発

令和 7 年 10 月 11 日（土）に開催された「伊勢まつり」において、伊勢市交通

安全都市推進協議会と合同による「のりものふれあい広場」出展を行い、下記内

容の出展を行った。

また、ブースにて第 13 回バスポスターコンクールの表彰式を開催した。

⑧伊勢市公式 LINE アカウント「公共交通案内」チャットボットの活用

継続してサービス提供中

⑨自動運転バス実証事業

神宮式年遷宮に向けて観光客の増加・バス利用者の増加が見込まれる一方で、

バスの乗務員不足も課題となっている。増加するバス利用者と乗務員不足に対

応し、持続可能な公共交通を実現すべく、レベル４自動運転サービス認可取得

に向けた自動運転バスの実証事業を実施した。

●試乗期間：令和 7年 12 月 15 日（月）～12 月 26 日（金）

●運行区間：近鉄五十鈴川駅～内宮前(片道 2.44km)

●運行便数：132 便（1 日 12 便）

●乗車人数：750 人（１便あたり 5人以上）

出展内容 開設時間

1. 小型電気バス展示

9：40～17：00

2. バス乗務員制服試着コーナー

3. 利用相談コーナー

4. バスポスター等展示

5. クイズラリーコーナー
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●自動走行率：98.2％（自動運転レベル 2で運行）

（詳細は令和 7年度 第 6回会議にて報告）

⑩「日本版ライドシェア」長期実証事業

繁忙期の夜間帯にタクシーが不足している状況に対してその不足分を補いつ

つ、実際の需要を調査するため、自家用車や一般ドライバーが有償で運送でする

「日本版ライドシェア」の実証事業を実施した。

1.期間

令和 7 年 8 月 1 日（金）～令和 8年 1月 31 日（土）

この期間中の金・土曜日の 20 時から 24 時 ※繁忙期は 26 時まで

2.ライドシェア台数の運行台数

金曜日は 6 台以内、土曜日は 8台以内

（詳細は令和 7年度 第 6回会議にて報告）



伊勢地域公共交通会議

会長　鈴木　健一　　殿

中 部 運 輸 局 長

 （ 公 印 省 略 ）

中 運 交 企 第 128 号

令 和 8 年 3 月 27 日

令和６・７年度地域公共交通確保維持改善事業の二次評価について（通知）

　日頃より国土交通行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、先般報告された標記事業にかかる一次評価について、これを基に二次評価を行ったため、別紙

のとおり通知します。

なお、二次評価結果は協議会等において共有するとともに、次年度以降の計画等に反映いただくよう

お願いします。

 【問合せ先】
　　　中部運輸局交通政策部　交通企画課
    　　　　　      TEL：052-952-8006

Administrator
テキストボックス
資料１



評価対象事業 地域内フィーダー系統

（別紙）中部運輸局二次評価結果 令和8年3月27日付け中運交企第128号通知

自治体・協議会名 伊勢地域公共交通会議

二次評価結果

　評価できる取組

・期日前投票に利用可能な無料券の配布や市制20周年を記念したバスの乗り方が分かるチラシの配布とお試し
乗車券の配布、公共交通でゆく神宮125社めぐり帖の作成、公共交通のＳＮＳアカウント開設など、地域の公共交
通の認知度向上や利用機会の創設に積極的に取り組まれていることを評価します。
・開業した病院へのバス停新設や乗継割引の継続実施といった各施策が、おかげバス環状線の利用者数の年々
の増加に寄与していることを確認しました。

　期待する取組

・例年実施しているバスの乗り方教室の開催、バスポスターコンクール等に加えて、バスの乗り方をやさしく解説し
た「やさしいバスの乗り方ガイド」を作成され、多くの市民に手に取ってもらえることを期待します。
・利用が減少しているおかげバス鹿海・朝熊線及び二見線は、地域住民との意見交換会や利用調査の検証を行
い、運行の見直しが検討されることを期待します。
・地域間幹線系統である土路今一色線、五ヶ所線、御座線、宿浦線について、引き続き、輸送量等現状の把握に
努めるとともに、三重県、関係市町、運行事業者等関係者と連携して更なる利用促進を図ることを期待します。
・現行の地域公共交通計画が最終年度を迎えるため、観光振興など他の施策との連携を意識しつつ、次期計画
策定が進むことを期待します。



・おかげバス（環状線除く） １頁

・おかげバス環状線 ２頁

・おかげバスデマンド ３頁

・沼木バス

・沼木バスデマンド

４頁

５頁

・進修おでかけタクシー

・運行経費等について

６頁

７頁～９頁

おかげバス等の利用状況について

（令和元年度～令和７年度）

資料２



R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

御薗線（御薗ルート） 5,752 3,753 4,528 5,690 5,691 6,749 7,293

辻久留・藤里線
（辻久留・藤里ルート）

17,900 11,897 11,116 11,766 13,529 15,171 14,884

東大淀・明野・小俣線 27,839 18,879 18,118 21,801 23,350 23,789 23,677
R2.7.31までは明野ルート、
東大淀・日赤ルートとの合算

鹿海・朝熊線
（鹿海・朝熊ルート）

10,965 9,145 9,480 9,232 8,136 7,714 7,575

二見線（二見ルート） 16,172 12,435 12,374 11,750 12,088 11,869 10,986

R1比較 R2比較 R3比較 R4比較 R5比較 R6比較

R1年度 78,628 - - - - - -

R2年度 56,109 71.4% - - - - -

R3年度 55,616 70.7% 99.1% - - - -

R4年度 60,239 76.6% 107.4% 108.3% - - -

R5年度 62,794 79.9% 111.9% 112.9% 104.2% - -

R6年度 65,292 83.0% 116.4% 117.4% 108.4% 104.0% -

R7年度 64,415 81.9% 114.8% 115.8% 106.9% 102.6% 98.7%

60,239 62,794 64,415

期間 利用者
比較

65,29255,616おかげバス合計 78,628 56,109

１　おかげバス（環状線のぞく）の利用状況（令和元年度～令和７年度）

路線名
年間利用者数

備考

（単位：人）

5,752

3,753
4,528

5,690 5,691
6,749

7,293

17,900

11,897
11,116

11,766

13,529

15,171 14,884

27,839

18,879
18,118

21,801

23,350 23,789 23,677

10,965

9,145

9,480

9,232
8,136 7,714 7,575

16,172

12,435 12,374

11,750

12,088 11,869
10,986
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（辻久留・藤里ルート）

東大淀・明野・小俣線

鹿海・朝熊線

（鹿海・朝熊ルート）

二見線（二見ルート）
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R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

環状線 38,625 42,264 45,294 52,511 57,226 60,611 62,258 R2.4.1から本格運行開始

R1比較 R2比較 R3比較 R4比較 R5比較 R6比較

R1年度 38,625 - - - - - -

R2年度 42,264 109.4% - - - - -

R3年度 45,294 117.3% 107.2% - - - -

R4年度 52,511 136.0% 124.2% 115.9% - - -

R5年度 57,226 148.2% 135.4% 126.3% 109.0% - -

R6年度 60,611 156.9% 143.4% 133.8% 115.4% 105.9% -

R7年度 62,258 161.2% 147.3% 137.5% 118.6% 108.8% 102.7%

期間 利用者
比較

２　おかげバス環状線の利用状況（令和元年度～令和７年度）

路線名
年間利用者数

備考

（単位：人）

38,625
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

年間利用者数

おかげバス環状線 年間利用者数

4297

3772
3906

5030

4405
4098

3616

2209
2043

2340 2361

3149

3554

4059

280
435 357

498 579
747 745

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

乗継割引券 年間回収状況 （枚）

乗継券 バス
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一日券
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R1年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 R７年度

粟野団地・植山方面
（粟野ルート）

1,749 1,192 728 800 678 616 727
R4.4.1から植山方面と統合し、「粟
野団地・植山方面」

湯田・新村方面
（湯田・新村・元町ルート）

373 747 895 971 1,197 991 782

御薗・小木・田尻デマンド
（小木・田尻ルート）

1,511 1,039 1,178 1,233 1,129 1,053 991

植山方面 16 33 R2.8.1からR4.3.31まで運行

R1比較 R2比較 R3比較 R4比較 R5比較 R6比較

R1年度 3,633 - - - - - -

R2年度 2,994 82.4% - - - - -

R3年度 2,834 78.0% 94.7% - - - -

R4年度 3,004 82.7% 100.3% 106.0% - - -

R5年度 3,004 82.7% 100.3% 106.0% 100.0% - -

R6年度 2,660 73.2% 88.8% 93.9% 88.5% 88.5% -

R7年度 2,500 68.8% 83.5% 88.2% 83.2% 83.2% 94.0%

３　おかげバスデマンドの利用状況（令和元年度～令和７年度）

路線・方面
年間利用者数

備考

2,834おかげバスデマンド合計 3,633 2,994 3,004 3,004 2,500

期間 利用者
比較

2,660

（単位：人）
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R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼木バス 3,113 2,074 1,581 1,865 2,345 2,677 2,531 スクール用を除く（R4.9まで）

R1比較 R2比較 R3比較 R4比較 R5比較 R6比較

R1年度 3,113 - - - - - -

R2年度 2,074 66.6% - - - - -

R3年度 1,581 50.8% 76.2% - - - -

R4年度 1,865 59.9% 89.9% 118.0% - - -

R5年度 2,345 75.3% 113.1% 148.3% 125.7% - -

R6年度 2,677 86.0% 129.1% 169.3% 143.5% 114.2% -

R7年度 2,531 81.3% 122.0% 160.1% 135.7% 107.9% 94.5%

期間 利用者
比較

４　沼木バスの利用状況（令和元年度～令和７年度）

年間利用者数
備考

（単位：人）
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R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼木バスデマンド 331 348 467 632 594 526
R2.10.1より運行開始
（R2年度は10月～R3年3月）

R2比較 R3比較 R4比較 R5比較 R6比較

R2年度 331 - - - - -

R3年度 348 105.1% - - - -

R4年度 467 141.1% 134.2% - - -

R5年度 632 190.9% 181.6% 135.3% - -

R6年度 594 179.5% 170.7% 127.2% 94.0% -

R7年度 526 158.9% 151.1% 112.6% 83.2% 88.6%

５　沼木バスデマンドの利用状況（令和２年度～令和７年度）

備考

期間 利用者
比較

年間利用者数
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R1年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 R７年度

高麗広線 9 10 4 1 4 1

宇治線 120 185 259 213 194 136

R2比較 R3比較 R4比較 R5比較 R6比較

R2年度 129 - - - - -

R3年度 195 151.2% - - - -

R4年度 263 203.9% 134.9% - - -

R5年度 214 165.9% 109.7% 81.4% - -

R6年度 198 153.5% 101.5% 75.3% 92.5% -

R7年度 137 106.2% 70.3% 52.1% 64.0% 69.2%

263 214 137
R2.8.1より運行開始

（R2年度は8月～R3年3月）

期間 利用者

198

比較

195進修おでかけタクシー合計 129

備考

６　進修おでかけタクシーの利用状況（令和２年度～令和７年度）

路線・方面
年間利用者数
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令和７年度 コミュニティバス運行経費等について

１ コミュニティバス運行事業

（１）伊勢市コミュニティバス運行業務委託

①契約金額：138,367,133円（伊勢市分137,493,065円+明和町負担金874,068円）

②委託期間：令和７年４月１日～令和８年３月３１日

③運行路線：【御薗線】、【辻久留・藤里線】、【東大淀・明野・小俣線】

【鹿海･朝熊線】、【二見線】、【環状線】

※委託料以外の市負担額：136,229円

＜市負担率＞

（137,493,065+136,229）÷166,521,629×100＝82.649...

運賃収入, 13,991,067円 広告協賛費, 

1,696,200円

国庫補助金, 

12,331,000円

明和町負担金, 

874,068円

委託料（伊勢市負担分）, 

137,493,065円

その他（伊勢市負担分）, 

136,229円

令和７年度　おかげバス　運行経費内訳 （単位：円）

※その他には、消耗品費等を含む

市負担率

約83％

運行経費（全体）　166,521,629円
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（２）伊勢市コミュニティバスデマンド運行業務委託

①契約金額：6,811,305円

②委託期間：令和７年４月１日～令和８年３月３１日

③運行路線：小俣・粟野デマンド【粟野団地・植山方面】、【湯田・新村方面】、

御薗・小木・田尻デマンドの3路線

（３）沼木バスデマンド運行業務委託

①契約金額：2,127,418円

②委託期間：令和７年４月１日～令和８年３月３１日

運賃収入, 48,400円

市負担（委託料）, 

2,127,418円

令和７年度　沼木バスデマンド運行経費内訳

（単位：円）

市負担率

約98％

運行経費（全体）

　2,175,818円

運賃収入等, 235,350円

市負担（委託料）, 

6,811,305円

令和７年度　おかげバスデマンド運行経費内訳

（単位：円）

市負担率

約96％

運行経費（全体）

　7,046,655円
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２ 沼木地区自主運行バス運行事業

①契約金額：6,850,052円

（伊勢市分6,020,793円+度会町負担金112,259円+国庫補助金717,000円）

②委託期間：令和７年４月１日～令和８年３月３１日

③運行路線：【市内連絡用】、【市内連絡・買物用】、【南伊勢高校度会校舎連絡】

※委託料以外の市負担額：1,926,151円

＜市負担率＞

（6,020,793+1,926,151）÷9,018,153×100＝88.121...

運賃収入, 241,950円

国庫補助金, 717,000円

度会町負担金, 

112,259円

委託料（伊勢市負担分）, 

6,020,793円

その他（伊勢市負担分）,

1,926,151円

令和７年度　沼木バス　運行経費内訳

運行経費（全体）

　　9,018,153円

（単位：円）

※その他には、燃料費や

修繕費等を含む

市負担率

約88％



議案第２号

令和７年度 事業収支決算書（案）

（歳 入） （単位：円）

（歳 出） （単位：円）

歳入合計 23,091,764円 － 歳出合計 23,082,511円 ＝ 差引残額 9,253 円

差引残額 9,253 円は、令和８年度に繰り越すこととする。

科目

当 初

予算額

（Ａ）

補 正

予算額

（Ｂ）

予算現額

（Ｃ）

〔Ａ+Ｂ〕

収入額

（Ｄ）

比較

〔Ｄ－Ｃ〕
摘 要

負担金 8,898,000 △2,857,000 6,041,000 5,818,000 △223,000 市負担金

補助金 23,827,000 △6,500,000 17,327,000 17,272,907 △54,093 国、県補助金

繰越金 1,000 804,000 805,000 857 △804,143 前年度繰越金

雑収入 0 0 0 0 0

計 32,726,000 △8,553,000 24,173,000 23,091,764 △1,081,236

科目

当初

予算額

（Ｅ）

補 正

予算額

（Ｆ）

予算現額

（Ｇ）

〔Ｅ+Ｆ〕

支出額

（Ｈ）

比較

〔Ｇ－Ｈ〕
摘 要

事務費 344,000 0 344,000 193,334 150,666
収入印紙、郵送

振込手数料等

事業費 15,551,000 △4,770,000 10,781,000 9,841,177 939,823

消耗品費 367,000 0 367,000 350,649 16,351
イベント・

啓発用品等

印刷製本費 3,541,000 0 3,541,000 2,620,571 920,429
公共交通時刻

表、計画冊子

委託料 11,643,000 △4,770,000 6,873,000 6,869,957 3,043

見える化事業、

ライドシェア実

証等

補助金 16,831,000 △3,783,000 13,048,000 13,048,000 0 国、県補助金

計 32,726,000 △8,553,000 24,173,000 23,082,511 1,090,489



【参考資料】

【歳入】 （単位：円）

科目 当初予算額 補正額 予算現額 収入額 内訳

負担金 8,898,000 ▲ 2,857,000 6,041,000 5,818,000 市負担金

6/17　5,818,000円

補助金 23,827,000 ▲ 6,500,000 17,327,000 17,272,907

地域内フィーダー補助
伊勢市（沼木バス）分　717,000円

三重交通（おかげバス）分　12,331,000円
国交通空白（ライドシェア）補助　4,171,907円

県不便地域（ライドシェア）補助 53,000円

繰越金 1,000 804,000 805,000 857 前年度より

雑収入 0 0 0 0

合計 32,726,000 ▲ 8,553,000 24,173,000 23,091,764

【歳出】 （単位：円）

科目 当初予算額 補正額 予算現額 支出額 内訳

事務費 344,000 0 344,000 193,334 合計　193,334円

　　【内訳】　

振込・郵送手数料・収入印紙等　30,790円

　会議室代・伊勢まつり出展料　74,010円

オープンハウス会場代　62,500円

事務用品等 26,034円

事業費 15,551,000 ▲ 4,770,000 10,781,000 9,841,177

　（１）消耗品費 367,000 0 367,000 350,649 合計　350,649円

　　【内訳】　

啓発物品費　 135,613円

バスポスター関連費　175,436円

新聞図書費　39,600円

　（２）印刷製本費 3,541,000 0 3,541,000 2,620,571 合計　2,620,571円

　　【内訳】　

公共交通総合時刻表作成配布　2,446,840円

地域公共交通計画製本費　173,731円

　（３）委託料 11,643,000 ▲ 4,770,000 6,873,000 6,869,957 合計　6,869,957円

　　【内訳】　

公共交通見える化事業　10,000円

伊勢市「日本版ライドシェア」実証委託費

4,278,697円

125社めぐりコンテンツ等作成費　

842,160円

地域公共交通計画策定支援業務委託費

1,739,100 円

補助金 16,831,000 ▲ 3,783,000 13,048,000 13,048,000 （地域内フィーダー補助）合計　13,048,000円

伊勢市（沼木バス）分　717,000円
三重交通（おかげバス）分

　12,331,000円

合計 32,726,000 ▲ 8,553,000 24,173,000 23,082,511

令和7年度　伊勢地域公共交通会議　事業収支決算書（案）
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令和８年度 事業計画（案）【修正版】

令和 8 年 3 月に策定された「伊勢市地域公共交通計画」の目標に沿って実施する

今年度の事業計画となります。

基本方針１「創る」 （計画 P.26～31）

目標① 路線網の維持・改善 （計画 P.28～29）

（１）路線の維持・改善

（２）路線の維持・改善

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）市と交通事業者が連携し、適正な

役割分担のもとで、地域ニーズにあっ

た路線再編の実施

調査・再編内容検討 市役所内各組織や交通事業

者と情報連携を行い、現状の

課題を把握・整理する

２）路線バスの運行維持・改善 調査・再編内容検討 土路今一色線地域旅客運送

サービス継続実施事業の開

始する

３）おかげバス・おかげバスデマンド

の運行維持・改善

調査・再編内容検討 減少が大きい路線を中心に

利用状況の分析を行う

４）おかげバス環状線の運行維持・改

善

継続的なモニタリ

ングと運行内容改

善

「桜木地蔵前」停留所の利用

状況や利用が増加傾向のバ

ス停を分析する

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）IC カード利用履歴等のモビリテ

ィ・データを活用したダイヤ調整

- -

２）おかげバス、路線バス、鉄道が連

携した乗り継ぎ利便性を確保

- -
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（３）交通空白の解消

（４）周辺市町との連携強化

（５）運賃体系の見直し

目標② 周辺環境の改善 （計画 P.30）

（１）わかりやすい案内環境の整備

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）交通事業者が連携し交通空白地帯

の解消に向けた取組の推進

課題共有 市内の交通空白地

の情報共有

２）市、交通事業者、地域が連携した

地域交通の導入・維持・改善

課題共有 夜間時間帯の「公共ライド

シェア」実証事業

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）周辺市町と連携した、より効果的

なバス路線の構築

継続的な協議と

連携策推進

周辺市町の交通政策の状況

等の継続的な情報連携

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）社会情勢に合わせた運賃体系の見

直し

- -

２）使いやすい定期券制度・内容の構

築

検討 他地域事例を調査し、

具体的な内容を検討する

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）バスロケーションシステムを活用

した案内サイネージの設置を推進（時

間の案内）

- -

２）路線バスとコミュニティバスのバ

ス停名統一、鉄道駅や主要バス停まで

の案内表示を実施（場所の案内）

- -
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（２）バス待ち環境の改善

目標③ 次世代公共交通の導入 （計画 P.31）

基本方針２「活かす」 （計画 P.32～36）

目標① 利用するきっかけの創出 （計画 P.33～34）

（１）公共交通への興味喚起

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）主要バス停の乗継案内表示、上屋・

ベンチ等の整備推進

対策実施 需要が比較的多いバス停に

ベンチの設置を行う

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

（１）「電気バス」、「ハイブリッド連節

バス神都ライナー」の導入促進による、

CO₂の削減推進

導入の継続

電気バスや連節バスの運行

継続

（２）自動運転バスの本格導入に向け

た実証実験を実施 実証・本格導入に

向けた取組み

令和 9 年度の自動運転レベ

ル４認可取得に向けた走行、

AI ベース技術を含んだ実証

走行

（３）自転車・シェアモビリティと公

共交通との連携やグリーンスローモビ

リティなど、新たな交通システムの導

入について研究推進と実証事業の実施

研究の実施

市内のシェアサイクルの利

用状況の把握の継続実施、市

内での導入状況や他地域事

例の把握

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）バスポスターコンクール、乗り方

教室、伊勢まつりでの利用促進など「楽

しさ」を届ける啓発活動の実施

内容のブラッシュ

アップ・継続実施

・小学生向けバスポスター

コンクールの開催

→最優秀賞受賞者は環状線

の車内音声放送を依頼

・バスの乗り方教室の開催

（対象：小学生・高齢者をは
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（２）公共交通を利用したお出かけを促進

（３）利用促進に向けた料金負担軽減策の推進

じめとした地域住民）

→サービス継続事業開始に

合わせた土路今一色線地域

での教室実施（地域住民）

・高柳の夜店での PR 実施

・伊勢まつりでの PR ブース

２）みえ応援ポケモン「ミジュマル」

の電気バスを活用した啓発活動の実施

内容のブラッシュ

アップ・継続実施

・伊勢まつりでの展示

・既存車両のラッピング変

更（予定）

３）さわやかウォーキングなどのイベ

ント、啓発活動を通じた鉄道利用の促

進

継続実施

参宮線の駅での開催時にノ

ベルティ等を配布する

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）学生・子育て世代・高齢者の公共

交通に対する利用ニーズを調査し、ニ

ーズに合った利用促進策を実施

- -

２）地域イベントや施設との連携によ

る公共交通の利用促進

内容の検討 おかげバス環状線のポスタ

ー作成・掲示による宣伝（検

討中）

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）セーフティパスやおでかけ乗車券

など多様な交通手段で利用できる料金

負担軽減策を推進

事業の継続

・運転免許返納割引（路線バ

ス）

・おでかけ乗車券の継続
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目標② わかりやすい情報発信による利用促進 （計画 P.35）

（１）積極的な広報の実施

（２）わかりやすい乗車案内

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）地域のイベントと連携した公共交

通利用促進の広報を実施 内容の検討

・高柳の夜店での PR 実施

・伊勢まつりでの PR ブース

・さわやかウォーキングで

のノベルティ等配布

・令和９年度以降に実施す

る広報内容の決定

２）ホームページや SNS、チラシ配布

など多様な媒体を活用した広報を実施 実施

・公共交通総合時刻表の全

戸配布、施設配架

・「公共交通のってこ！伊

勢」（X,instagram）運用

・広報いせ、地域回覧、LINE

配信等でのお知らせ

・やさしい日本語のバスの

乗り方ガイドの作成、配置

３）周辺市町との情報の共有、連携し

た周知活動の実施 課題共有、

周知活動実施

・公共交通総合時刻表の提

供

・周辺市町の交通政策の状

況等の継続的な情報連携

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）GTFS リアルタイム、LINE アカウン

トによるチャットボットの公共交通案

内、総合時刻表の配布など多様な手段

を用いた乗車案内の実施

定期的な

広報の実施

・公共交通総合時刻表での

案内掲載

・市公式 LINE アカウントで

の公共交通案内

・GTFS データの継続提供

（提供先：ジョルダン、ナビ

タイム、駅探、もくいく、駅

すぱあと（YAHOO 路線情報）、
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基本方針３「楽しむ」 （計画 P.37～41）

目標① 観光客の公共交通利用を増やす （計画 P.38）

Google マップ）

・バスロケシステムと連携

２）鉄道・バスによるアクセス方法や

料金等の周知を実施

公開型 GIS 整備 公開型 GIS への路線網等の

反映

３）『三重県内の公共交通ネットワーク

見える化』プロジェクトとの連携

県との連携による

情報提供の継続実

施

継続して連携を行う

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

（１）遷宮に向けた交通環境の整備 - -

（２）シェアサイクル・レンタサイク

ルなど多様な交通手段の組み合わせに

よる二次交通の充実

内容検討・

対策実施

市内のシェアサイクルの利

用状況の把握の継続実施、市

内での導入状況や他地域事

例の把握

（３）伊勢志摩観光型 MaaS の取り組み

継続による周遊観光の促進

継続実施 ぶらりすとの実施状況把握、

改善提案

（４）店舗、宿泊施設と公共交通が連

携した新たなサービスの展開 対策検討

伊勢市内への施設に呼びか

けを行い、内容の検討や協力

依頼を行う

（５）ゴールデンウィーク・初参り時

に、公共交通の積極的な利用を促進 継続実施

らくらく伊勢もうで等の情

報媒体、新聞記事への公共交

通利用を促す掲載の依頼
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目標② 観光満足度を上げ、何度でも訪れたいと思える公共交通観光の提案

（計画 P.39）

目標③ 外国人観光客の公共交通の使いやすさ向上 （計画 P.40）

目標④ 住民の快適な外出環境の整備による回遊性の高い地域づくり （計画 P.40）

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

（１）マイカーによる「ショートカッ

ト観光」から、公共交通を利用する「地

域を味わう観光」への転換を促進

内容検討・

実施

神宮 125 社めぐり帖の活

用・充実による公共交通を利

用した観光の提案

（２）観光施設へのアクセスを円滑化

するため、モデルルートの提案など

SNS 等による情報提供を実施

実施

神宮 125 社めぐり帖の活

用・充実による観光ルートの

提案

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

（１）多言語表示、多言語案内コンテ

ンツの作成等、外国人観光客の公共交

通の使いやすさの向上

調査・事業実施

多言語に対応した案内表示

の作成・活用

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

（１）シェアサイクル・レンタサイク

ルなど多様な交通手段の組み合わせに

よる二次交通の充実

調査・事業実施

市内のシェアサイクルの利

用状況の把握の継続実施、市

内での導入状況や他地域事

例の把握

（２）ライドシェアによる夜間の移動

手段の確保

実証 夜間時間帯の「公共ライドシ

ェア」実証事業
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基本方針４「育てる」 （計画 P.42～45）

目標① 担い手確保 （計画 P.42）

目標② 収入源の確保 （計画 P.43）

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

（１）バス・タクシーのドライバー確

保に向けた取組を推進 関係者との協議

国の制度や情勢に応じたド

ライバー確保策について、事

業者との情報連携

（２）運行管理や点検等を含めた車両

管理ノウハウの次世代への引継ぎを実

施

取組の実施

高齢化している沼木バスの

運行管理者から、運行管理業

務の引継ぎを各ドライバー

に行う。

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

（１）バス停のネーミングライツや車

内放送など、公共交通を企業や店舗の

PR など活性化のツールとして活用

継続実施

・おかげバスの広告協賛

おかげバス 5 企業（敬称略）

（ぎゅーとら、豚捨、へんば

や商店、山本医院、三重交通）

・バス停副名称のネーミン

グライツ 3企業（敬称略）

（ぎゅーとら、へんばや商

店、日本政策金融公庫）

・バス停に設置するベンチ

に協賛企業を募集（自社の名

称等をプレートでベンチに

刻印可）
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目標③ 公共交通を考える （計画 P.44）

（１）公共交通会議の活用

（２）地域自らが公共交通を考える機会の創出

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）定期開催に加えて、地域課題に合

わせた臨機な開催により、新たな解決

の場として公共交通会議を活用

会議の継続開催

今年度の開催予定は別表１

のとおり

２）高齢化の影響が懸念される地区の

公共交通のあり方、将来の交通体系を

検討する新たなスキームについて検討

路線の再編と

合わせて検討

市役所内各組織や交通事業

者と情報連携を行い、現状の

課題を把握・整理する

３）公共交通会議での検討状況をホー

ムページなどを通じて定期的に発信 定期的な発信

・議員や記者会への開催予

告、開催内容の事前のホーム

ページ掲載、終了後の議事概

要の掲載を継続

事業 今年度の

実施スケジュール

実施予定内容

１）地域との意見交換の場を積極的に

持ち、地域課題の把握と地域自らが中

心となって地域交通の必要性や運行改

善などを考える機会を創出

会議の継続開催

今年度の開催予定は別表１

のとおり

２）沼木バス（沼木バスデマンドを含

む）について、地域主体の自主運行バ

スのあり方を協議し、令和 9年度を目

標に再編を実施

あり方検討 沼木バスの車両を市からま

ちづくり協議会へ譲渡する



別表１

●伊勢地域公共交通会議の開催予定

※予定のため、変更となる可能性があります。

●夜間早朝交通対策部会（専門部会）

令和７・８年度の夜間早朝交通対策部会の実施状況

●伊勢自動運転地域コミッティ（専門部会）

令和７年度の伊勢自動運転地域コミッティの実施状況

(令和８年度も令和７年度と同様に複数回開催予定)

回数 開催時期 内容

第１回 令和８年５月

・事業報告・決算（令和７年度）

・生活交通確保維持改善計画（フィーダー）

・土路今一色線サービス継続事業実施計画

第２回 令和８年８月
・土路今一色線サービス継続事業の開始に向

けて（バス停、ダイヤ等の確認）

第３回 令和９年１月
・事業評価（一次評価）

・コミバスダイヤ変更等

第４回 令和９年３月 ・令和９年度事業予定・予算等

回数

（通算）
開催月日 内容

第 10 回 令和７年５月 15 日（木）

・R6 年度日本版ライドシェア実証事業の結果

・R7 年度日本版ライドシェア長期実証事業に

ついて

第 11 回 令和８年４月 28 日（火）

・R7 年度日本版ライドシェア長期実証事業の

結果

・R8 年度公共ライドシェア実証事業について

回数 開催時期 内容

第１回 令和７年９月 ・実証概要について

第２回 令和７年 11 月
・実施計画について

・出発式、イベント等について

第３回 令和８年２月
・実証実験の結果について

・次年度以降の計画について



議案第３号

土路今一色線地域旅客運送サービス継続実施計画（案）について

１ これまでの経緯

昨年９月に事業者（三重交通株式会社）から路線見直しについての表明がなされた土路

今一色線について、本年10月以降は地域旅客運送サービス継続事業（以下、継続事業とい

う）を活用して路線を維持することとなった。継続事業の実施にあたり、本年２月から３

月にかけて地域旅客運送サービス継続事業運行予定事業者選定分科会（以下、分科会とい

う）を開催し、分科会で事業者を募集・選考した結果、三重交通株式会社の１社が応募に

参加し、事業者として選定された。

２ 土路今一色線地域旅客運送サービス継続実施計画（案）について

継続事業を実施するために必要な土路今一色線地域旅客運送サービス継続実施計画（以

下、計画という）について、分科会で定めた継続事業の実施方針や分科会の委員（市、県、

地域住民代表）からの意見を基に、別添１のとおり計画（案）を作成した。

（概要版は別添２のとおり）

３ 今後の予定

本会議と三重県地域公共交通協議会（５月19日開催）で計画（案）の内容の承認を受け

た後、計画の認定申請を受けるために中部運輸局へ申請書を提出する。

※６月から10月の継続事業開始までスケジュール

・計画認定を見込む時期（６月下旬、国土交通省）

・三重県地域公共交通協議会 バス専門部会

→例年申請している地域間幹線系統確保維持計画の認定申請（６月下旬、三重県）

・沿線地域での「バスの乗り方教室」（６月～９月に順次実施、伊勢市・三重交通）

・継続事業開始（10月１日）



（案）

土路今一色線

地域旅客運送サービス継続実施計画

令和８年５月

三重県・伊勢市

別添１
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１．目的

三重交通株式会社が運行するバス路線（土路今一色線）について、利用者数の

減少により、令和７年９月に三重交通株式会社から路線の維持が困難であると

の申し出があり、影響を受ける住民（伊勢市）の日常生活や地域への来訪に必要

な移動手段を確保するため、地域旅客運送サービス継続事業の実施に関して、必

要な事項を定めるものとする。

２．実施区域

＜土路今一色線地域旅客運送サービス継続事業＞

伊勢市：東豊浜町、樫原町、西豊浜町、御薗町上條、磯町、御薗町高向、大世

古、一之木、宮後、吹上、河崎、神久、黒瀬町、通町、一色町、二見

町溝口、二見町山田原、二見町西、二見町今一色

３．事業の内容・実施主体

４．地方公共団体による支援の内容

・三重県、伊勢市において、運行費用等に対し、所要の額を支援。

・伊勢市において、沿線地域の住民を対象に「バスの乗り方教室」を開催し、

利用の促進や路線の認知度向上等の支援を行う。

５．実施予定期間

令和８年１０月～令和１１年３月

実施事業 土路今一色線地域旅客運送サービス継続事業

実施区域 伊勢市

事業主体 三重交通株式会社

運送機関 一般乗合旅客自動車運送事業

態様 路線定期運行

運行期間 令和８年１０月１日～令和１１年３月３１日

運行路線 別紙１路線図のとおり

運行日 全日

運行時間

・便数
別紙２時刻表のとおり

運行車両 中型車両１両

運賃体系 別紙３運賃表のとおり
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６．事業実施に必要な資金の額・調達方法

※上表の金額については見込み額であり、記載どおりの調達がなされない場合

もあります

事
業

項
目

総事業費

（千円）

内訳

（千円）

調達方法

調達主体 補助金等

土
路
今
一
色
線
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
継
続
事
業

民
間
バ
ス
路
線
に
よ
る
継
続

（
土
路
䢣
今
一
色
）

24,768

5,572.5 国

地域間幹線系統

確保維持費国庫

補助金

5,572.5 三重県

三重県地域間幹

線系統確保維持

費補助金

8,306 伊勢市

伊勢市地域旅客

運送サービス継

続事業支援補助

金

5,317 三重交通(株) 運賃収入等
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７．事業の効果

事

業

項

目
事業の効果

地域公共交通計画での目標に

おける位置付け

土
路
今
一
色
線
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
継
続
事
業

民
間
バ
ス
路
線
に
よ
る
継
続
（
土
路
䢣
今
一
色
線
）

【施策内容】

①運行継続

バスの運行を継続する。

②野依停留所への一部乗り入れ

西豊浜町の主要な集落である野

依地区については、地域住民が利

用可能なバス路線である有滝線が

土・日祝日に運休しているほか、

旧小俣町の市街地を経由する運行

形態であるため、伊勢市街地へ直

接移動する際に不便であるとの意

見が寄せられている。

このため、土路今一色線の一部

の便を野依停留所に乗り入れ、有

滝線の運休日における代替的な移

動手段及び伊勢市街地へ直接向か

う交通手段の確保を図る。

③プライスカット伊勢二見店への

一部乗り入れ

土路今一色線の沿線から、プラ

イスカット伊勢二見店へ一部の便

を乗り入れ、おかげバス二見線と

の乗り継ぎが可能となるダイヤを

設定することによりイオン伊勢店

及び市立伊勢総合病院への利便性

向上を図る。また、乗り入れに伴

い、途中経路上に新たにバス停留

所（荘、汐合東）を設置する。

これらにより、旧二見町内に所

在する商業施設（プライスカット

伊勢市地域公共交通計画

基本方針１：創る～持続可能

な公共交通を創って、人と環

境に優しい伊勢を実現する～

目標①路線網の維持・改善

（伊勢市地域公共交通計画

P26 抜粋）

土路今一色線を「改善予定路

線」として位置付け

（伊勢市地域公共交通計画

P23 抜粋）

三重県地域公共交通計画

基本方針②広域交通ネットワ

ークの構築・活性化

目標

地域間幹線バスの実車走行キ

ロあたり利用者数

(三重県地域公共交通計画 P85

抜粋)
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伊勢二見店及び隣接するウエルシ

ア伊勢二見店）や医療機関（山本

医院）への移動手段を確保し、日

常の買い物及び通院における利用

促進を図る。

【事業の効果】

上記①～③の施策により、沿線

居住者の通勤、通学や沿線に立地

する病院への通院、中心市街地へ

の買い物等が引き続き可能となる

とともに、新たな利用者を確保で

きる。

年間輸送人員 11,000 人

（１日当たりの運行回数 4.8 回）

※令和７年度輸送人員をもとに、

運行回数 4.8 回に合わせて、三

重県地域公共交通計画におい

て、人口減少率の指標としてい

る年間 0.6％減少を３年分かけ

て算出した輸送人員 10,400 人

から、３年間で新規利用者 600

人増加を目標に算出

※令和７年度輸送人員 13,237 人

（１日当たりの運行回数 6.0 回）
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別紙１ 土路今一色線路線図

※伊勢市駅・宇治山田駅周辺の経路について

土路発 今一色・宇治山田駅前行き：青矢印のとおり

今一色・宇治山田駅前発 土路行き：黒矢印のとおり
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別紙２ ＜土路今一色線時刻表＞ 今一色行き

ぷらいすかっといせふたみてん
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別紙２ ＜土路今一色線時刻表＞ 土路行き

※●土日祝運休

ぷらいすかっといせふたみてん
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別紙３ 土路今一色線運賃表

＜土路今一色線一般運賃表＞
（単位：円）
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土路今一色線地域旅客運送サービス継続実施計画【概要版】












主な事業の内容









作成の背景

路線図

※伊勢市駅・宇治山田駅周辺の経路について
　土路発　今一色・宇治山田駅前行き：青矢印のとおり　
　今一色・宇治山田駅前発　土路行き：黒矢印のとおり
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